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し
た
。

二
人
は
再
度
の
召
集
で
昌
図
に
居
る
と
の
こ
と
で
し

た
。そ

の
後
、
第
七
十
二
連
隊
は
勃
利
に
移
動
し
、
騎
兵
第

七
十
二
連
隊
は
約
三
年
で
解
散
し
、
南
方
行
き
の
新
し
い

部
隊
が
編
成
さ
れ
た
の
で
す
。
私
共
三
年
兵
は
編
成
か
ら

除
か
れ
内
地
行
き
の
命
令
が
出
ま
し
た
。
静
岡
の
第
三
連

隊
に
て
「
三
年
間
御
苦
労
様
」
と
言
わ
れ
て
、
満
期
除
隊

し
た
の
が
、
昭
和
十
八
年
二
月
で
す
。

三
年
ぶ
り
に
て
我
が
家
に
帰
り
ま
し
た
が
、
私
の
こ
と

を
、
こ
と
の
ほ
か
可
愛
が
っ
て
く
れ
て
い
た
祖
母
は
、
三

カ
月
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
は
二
年
程
前
に
火

災
で
焼
け
新
し
い
学
校
と
な
り
、
三
年
間
の
変
わ
り
方
を

痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
日
増
し
に
戦
争
も
激
し
く
な
り
、

村
か
ら
の
召
集
兵
も
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
私
に
は
再
召

集
が
な
く
終
わ
り
ま
し
た
。

私
は
、
十
八
年
四
月
か
ら
終
戦
ま
で
、
青
年
学
校
の
指

導
員
を
務
め
ま
し
た
。
終
戦
後
は
、
元
第
七
十
二
連
隊
の

戦
友
会
が
各
県
持
ち
回
り
当
番
で
、
二
十
九
回
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
る
戦
没
者
の
慰
霊
祭
に
は
必
ず
出

席
し
て
、
亡
き
戦
友
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。平

成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
三
月
六
日
か
ら
四
泊
五
日

に
て
中
国
の
上
海
、
杭
州
、
寧
波
の
旅
（
戦
没
者
慰
霊
の

お
寺
行
事
）
を
し
て
来
ま
し
た
。

戦
争
当
時
の
中
国
は
今
は
平
和
と
な
り
、
町
や
村
の
城

壁
は
取
り
壊
さ
れ
、
農
地
は
国
営
に
て
区
画
整
理
さ
れ
、

急
ピ
ッ
チ
に
発
展
し
て
お
る
姿
を
見
て
、
戦
争
の
無
い
平

和
の
有
り
難
さ
を
痛
切
に
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

激
闘

江
作
戦

京
都
府

山

内

勲

私
は
、
京
都
府
船
井
郡
瑞
穂
町
字
妙
宗
寺
に
、
大
正
十

（
一
九
二
一
）
年
三
月
三
十
一
日
に
生
ま
れ
た
。
両
親
と

も
健
在
で
土
木
建
設
の
請
負
業
を
や
っ
て
い
た
。
長
男
な
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の
で
学
校
を
卒
業
し
た
ら
父
の
職
を
継
ぐ
と
こ
ろ
、
農
林

学
校
を
卒
業
す
る
と
職
業
軍
人
を
志
願
し
た
が
体
重
不
足

の
た
め
「
第
一
乙
種
」
に
な
り
希
望
は
か
な
わ
な
か
っ

た
。
兄
弟
は
六
人
だ
っ
た
が
二
男
、
三
男
は
夭
折
し
た
。

四
男
が
、
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
を
志
願
す
る
。
私
は
神

戸
市
役
所
に
職
を
得
て
勤
め
た
が
、
昭
和
十
五
（
一
九
四

〇
）
年
に
兵
庫
県
庁
勤
務
に
か
わ
っ
た
。

同
年
五
月
、
徴
兵
検
査
の
結
果
「
第
二
乙
種
」
と
な
り

補
充
兵
に
な
っ
た
。
昭
和
十
七
年
七
月
召
集
さ
れ
、
中
部

第
三
七
部
隊
（
京
都
伏
見
）
に
入
隊
し
た
。

五
カ
月
間
の
猛
訓
練
の
後
、
同
年
十
二
月
末
、
中
支
派

遣
嵐
第
六
二
一
三
部
隊
に
転
属
に
な
っ
た
。
嵐
第
六
二
一

三
部
隊
は
歩
兵
第
一
〇
九
連
隊
の
別
称
で
、
そ
の
第
二
大

隊
の
第
六
中
隊
の
要
員
だ
っ
た
。
嵐
第
六
二
一
三
部
隊
は

正
規
の
師
団
編
成
で
あ
っ
た
が
乙
装
備
で
揚
子
江
（
長

江
）
沿
岸
の
警
備
に
専
念
し
た
。

方
家
嶺
に
大
隊
本
部
が
あ
り
第
六
中
隊
も
そ
こ
に
駐
屯

し
て
い
た
。
私
は
歩
兵
の
小
銃
隊
員
だ
っ
た
が
、
昭
和
十

八
年
の
夏
に
擲
弾
筒
要
員
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
装

備
も
向
上
し
、
作
戦
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

常
徳
作
戦
、
貴
州
作
戦
に
部
隊
は
主
力
を
上
げ
て
参
加

し
た
が
、
第
二
大
隊
は
警
備
部
隊
と
し
て
残
っ
た
。
作
戦

終
了
後
は
、
訓
練
と
警
備
の
日
々
が
続
く
。
警
備
部
隊
も

い
つ
の
間
に
か
、
戦
闘
部
隊
に
な
っ
て
お
り
、
私
も
伍
長

に
進
級
し
た
。

い
よ
い
よ
最
後
の

江
作
戦
に
な
る
。
こ
の
作
戦
に
は

部
隊
も
全
力
を
あ
げ
参
加
し
た
。

江
作
戦
は
一
口
に
言

え
ば
、
連
続
苦
戦
、
損
害
甚
大
、
戦
線
離
脱
、
反
転
と
、

玉
砕
寸
前
の
戦
い
と
言
え
よ
う
。
反
転
作
戦
中
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
受
諾
に
な
り
辛
う
じ
て
復
員
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

作
戦
中
、
初
年
兵
の
補
充
が
あ
っ
た
が
、
訓
練
も
で
き
ず

あ
ま
り
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

六
十
余
年
前
の
こ
と
で
あ
り
記
憶
も
薄
れ
、
忘
却
し
た

と
こ
ろ
も
多
い
が
、
第
六
中
隊
の
死
闘
を
中
心
に
戦
友
並

び
に
戦
史
の
一
部
を
参
考
に
し
、
質
問
に
答
え
た
い
。

連
隊
長
は
第
一
大
隊
長
に
「
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
六

日
夜
、
一
部
兵
力
で
主
洞
東
南
側
高
地
陣
地
を
攻
略
し
て
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確
保
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
第
一
大
隊
長
は
、
新
た
に
配
属

さ
れ
た
第
六
中
隊
に
攻
撃
を
命
令
し
た
。
私
は
私
の
い
る

第
六
中
隊
が
第
一
大
隊
に
配
属
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
。
後
で
飯
塚
大
隊
の
危
急
増
援
の
た
め
配
属

さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。

第
六
中
隊
は
隊
長
・
梅
本
豊
次
郎
少
尉
の
指
揮
に
よ
り

二
十
六
日
二
十
二
時
頃
、
僅
か
な
月
明
か
り
の
も
と
隠
密

裡
に
、
夜
襲
で
主
洞
東
南
側
高
地
北
端
重
慶
軍
陣
地
を
攻

略
す
る
た
め
敵
陣
地
に
近
づ
い
た
。
一
部
少
数
兵
力
（
軽

機
一
、
擲
弾
筒
一
、
こ
れ
に
伴
う
各
弾
薬
手
、
小
銃
手
な

ど
七
〜
八
人
）
で
ま
ず
敵
情
偵
察
に
雑
木
林
の
暗
い
急
斜

面
を
よ
じ
登
っ
た
。

残
る
本
隊
は
「
様
子
は
如
何
に
」
と
固
唾
を
の
ん
で
待

ち
構
え
て
い
る
。
突
如
、
敵
陣
の
高
射
砲
陣
地
か
ら
待
っ

て
い
た
と
ば
か
り
の
チ
ェ
ッ
コ
機
銃
の
猛
射
と
、
柄
付
手

榴
弾
の
乱
投
で
あ
る
。
正
に
雨
霰
と
す
さ
ま
じ
い
反
撃
で

一
時
付
近
は
明
る
く
な
っ
た
。「
や
ら
れ
た

何
も
見

え
な
い

」
と
叫
ん
で
急
斜
面
を
転
が
り
落
ち
て
き
た
兵

が
い
た
。
松
本
幸
一
上
等
兵
だ
。
眼
を
や
ら
れ
た
ら
し

い
。
ぴ
た
っ
と
乱
射
も
や
ん
だ
。
誰
一
人
、
声
も
で
な

い
。
夜
襲
は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
。

今
一
度
迂
回
し
て
敵
の
背
後
高
方
か
ら
強
行
突
撃
す
る

こ
と
に
な
り
隠
密
裡
に
転
進
し
、
二
十
七
日
、
目
的
の
高

地
山
上
に
到
達
し
た
。

二
十
七
日
十
六
時
頃
、
装
具
を
頂
上
に
集
め
、
兵
器
、

雑
の
う
、
地
下
足
袋
の
軽
装
で
命
令
の
下
る
の
を
待
つ
。

山
麓
に
は
丈
余
の
雑
木
が
繁
っ
て
い
た
。
頂
上
は
雑
草
と

疎
ら
な
灌
木
が
あ
る
の
み
だ
っ
た
。
い
よ
い
よ
突
入
の
時

が
き
た
。
橋
本
中
隊
長
の
命
令
と
小
隊
長
の
号
令
で
全
員

一
丸
と
な
り
、
ゆ
る
や
か
な
斜
面
を
駈
け
お
り
た
。
岸
小

隊
長
は
軍
刀
を
抜
き
、
突
っ
込
む
。
全
員
、
雄
叫
と
共
に

遮
二
無
二
突
進
す
る
。

途
端
に
今
ま
で
影
を
ひ
そ
め
て
い
た
右
松
林
か
ら
あ
の

軽
快
な
チ
ェ
ッ
コ
機
関
銃
の
乱
射
音
、
加
う
る
に
手
榴
弾

の
投
擲
と
破
裂
音
が
そ
こ
こ
こ
で
聞
こ
え
た
。
私
も
擲
弾

筒
分
隊
長
で
あ
る
た
め
、
遅
れ
な
い
よ
う
遮
二
無
二
走
っ

た
。
突
然
前
の
め
り
に
転
倒
す
る
、
左
脚
大
腿
部
に
熱
い

も
の
が
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う
な
感
じ
だ
。
痛
み
を
あ
ま
り
感
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じ
な
か
っ
た
の
で
、
負
傷
し
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
直

ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て
突
進
し
よ
う
と
し
た
が
立
て
な
い
。

再
三
、
起
き
上
が
ろ
う
と
し
た
が
激
痛
が
お
こ
っ
た
。
足

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。「
畜
生
、
弾
が
当
た
っ
た
」

と
初
め
て
わ
か
る
。
右
の
方
で
も
急
に
誰
か
の
倒
れ
る
の

が
目
撃
さ
れ
た
。「
稲
田
市
次
郎
兵
長
だ
」
一
声
も
残
さ

な
い
壮
烈
な
戦
死
だ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
、
前
を
突
進
し
て
い
た
六
、
七
人
の
兵
が
敵

陣
に
突
込
み
一
隅
を
奪
取
し
た
。
そ
の
た
め
、
あ
れ
ほ
ど

激
し
か
っ
た
チ
ェ
ッ
コ
機
関
銃
の
音
も
手
榴
弾
の
炸
裂
音

も
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
は
っ
き
り
岸
少
尉
の
絶
叫
と
も
思
え
る
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。「
岸
少
尉
は
天
皇
陛
下
の
た
め
、
御

国
の
た
め
に
…
…
死
ん
で
い
き
ま
す
」
そ
れ
き
り
二
度
と

岸
少
尉
の
声
は
聞
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

教
科
書
等
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、

目
撃
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
は
っ
と
我
に
か
え
る

と
傷
口
ふ
き
ん
が
べ
と
べ
と
と
生
温
か
く
出
血
し
て
い

る
。
急
い
で
巻
脚
絆
を
取
り
大
腿
部
付
け
根
を
堅
く
縛
っ

た
。
奥
村
政
也
兵
長
が
「
お
ー
い

弾
を
く
れ
」
と
叫

び
な
が
ら
近
寄
っ
て
き
た
。
早
速
、
小
銃
の
弾
と
手
榴
弾

一
個
を
渡
し
た
。
瞬
間
の
会
話
で
小
畑
七
郎
伍
長
が
小
隊

長
代
理
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

ま
た
、
橋
本
中
隊
長
重
傷
、
渡
辺
曹
長
戦
死
、
岡
田
曹

長
重
傷
と
中
隊
幹
部
は
殆
ど
重
傷
者
ば
か
り
の
こ
と
を
知

ら
さ
れ
た
。
奥
村
伍
長
は
早
口
で
喋
る
と
再
び
前
線
に
駈

け
て
行
っ
た
。

右
の
林
方
向
か
ら
の
敵
弾
も
こ
な
く
な
っ
た
。
夕
方
に

な
り
か
け
た
こ
ろ
山
麓
か
ら
チ
ャ
ル
メ
ラ
を
吹
き
な
が
ら

喊
声
と
共
に
敵
は
逆
襲
し
て
き
た
が
、
陣
地
ま
で
は
こ
な

か
っ
た
。
間
を
お
い
て
三
度
逆
襲
を
受
け
た
が
昨
夜
と
異

な
り
山
頂
に
い
る
我
が
軍
は
寡
兵
だ
っ
た
が
、
そ
の
都
度

よ
く
こ
れ
を
撃
退
し
た
。
諦
め
た
の
か
、
移
動
し
た
の

か
、
敵
の
銃
声
も
途
絶
え
て
い
っ
た
。

私
も
友
軍
の
救
護
班
に
収
容
さ
れ
て
や
っ
と
生
き
返
っ

た
心
地
に
な
っ
た
。
収
容
に
来
て
く
れ
た
の
は
文
字
金
三

郎
、
松
木
新
一
の
古
兵
の
二
人
で
あ
っ
た
。
背
負
っ
て
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貰
っ
た
が
足
を
下
げ
る
と
激
痛
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
盲

貫
銃
創
の
せ
い
と
思
っ
た
。
そ
の
内
敵
の
落
し
た
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
の
布
切
を
拾
っ
て
き
て
担
架
を
つ
く
り
、
モ
ッ

コ
担
ぎ
で
山
の
中
腹
ま
で
下
り
一
休
み
し
た
。
雨
が
降
り

出
し
真
っ
暗
に
な
っ
た
が
、
用
意
し
て
く
れ
た
握
り
飯
一

個
を
食
べ
、
嬉
し
さ
と
感
謝
で
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
出
て
き

た
。そ

の
夜
は
、
山
麓
の
民
家
で
紀
平
衛
生
兵
長
に
注
射
を

一
本
打
っ
て
貰
い
休
ん
だ
。
既
に
多
く
の
負
傷
患
者
が
土

間
に
藁
を
敷
い
て
横
に
な
っ
て
休
ん
で
い
た
。
枕
元
に
は

オ
マ
ル
ま
で
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

夕
方
担
架
で
部
隊
の
後
を
追
い
か
け
た
。
途
中
、
幾
度

か
敵
機
の
機
銃
掃
射
を
受
け
た
。
敵
機
の
な
す
ま
ま
に
す

る
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た
が
幸
い
私
は
無
事
だ
っ
た
。

一
本
道
の
担
架
上
で
機
銃
掃
射
を
受
け
頭
が
と
ん
で
し

ま
っ
た
兵
も
い
る
と
の
話
も
聞
い
た
。
行
く
先
き
先
き
で

激
し
い
戦
闘
が
続
い
て
お
り
、
負
傷
者
が
増
え
て
い
く
ば

か
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
か
ら
部
隊
は
次
第
に
孤
立
化
の
様
相
を
深
め
て

い
っ
た
。
私
の
属
し
て
い
た
第
六
中
隊
も
そ
の
渦
中
に
お

り
、
何
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
状
況
が
続
く
中
、
五
月
六
日
頃
、
敵
中
強
行
突

破
し
て
反
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
て
い
の
い
い
退
却
で

あ
る
。
多
く
の
重
傷
患
者
を
伴
い
、
そ
の
困
難
は
眼
に
み

え
る
よ
う
で
あ
る
。
重
傷
で
身
動
き
の
で
き
な
い
兵
、
恢

復
の
見
込
の
な
い
患
者
に
は
暗
に
自
爆
を
す
す
め
る
雰
囲

気
も
あ
り
、
自
殺
す
る
者
も
で
て
き
た
。

当
時
、
独
立
山
砲
隊
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
の
で
詳

細
は
判
ら
な
か
っ
た
が
、
山
砲
隊
か
ら
乗
馬
で
き
る
者
は

申
し
出
よ
と
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
。
幸
い
私
は
馬
に
乗
れ

る
の
で
以
後
、
馬
の
世
話
に
な
っ
た
。

昼
間
は
ま
す
ま
す
敵
機
の
跳
梁
が
激
し
く
な
り
、
林
の

中
に
隠
れ
、
夜
間
の
み
の
行
動
が
多
く
な
っ
た
。
或
る
日

の
夕
方
、
私
一
人
を
山
林
の
凹
地
に
下
ろ
し
、
独
立
山
砲

の
兵
は
薄
暗
い
林
の
中
に
入
り
、
盛
ん
に
竹
を
切
っ
て
い

る
。
竹
槍
を
つ
く
り
、
今
晩
、
夜
襲
で
砲
陣
地
を
奪
回
す

る
の
だ
と
、
そ
の
闘
魂
は
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。
約
束
通
り
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夜
中
に
迎
え
に
き
て
く
れ
、
置
き
去
り
に
さ
れ
ず
、
ほ
っ

と
し
た
。

あ
る
時
は
夜
道
を
迷
い
夜
明
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

全
く
進
み
も
退
く
も
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
左
は
断
崖
、
右

は
巾
数
メ
ー
ト
ル
の
渓
流
で
保
津
川
の
よ
う
な
感
じ
の
川

で
あ
る
。
早
速
下
馬
し
、
岩
の
𨻶
間
に
身
を
隠
す
よ
う
に

し
た
が
、
前
後
が
つ
ま
っ
て
い
る
の
で
都
合
よ
く
は
い
か

な
い
。
で
き
る
だ
け
岩
肌
の
𨻶
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
心

配
し
て
い
た
通
り
敵
機
が
来
襲
し
機
銃
掃
射
を
始
め
、
小

型
爆
弾
を
落
し
て
飛
び
去
っ
た
。
反
復
攻
撃
は
な
か
っ
た

が
大
き
な
損
害
を
受
け
た
。

対
岸
に
貯
木
場
が
あ
り
、
そ
こ
の
𨻶
間
に
爆
弾
が
落

ち
、
川
の
流
れ
は
負
傷
者
の
血
で
紅
く
な
っ
て
い
た
。
私

の
乗
っ
て
い
た
馬
も
後
足
に
破
片
盲
貫
銃
創
を
受
け
歩
け

な
い
た
め
、
大
き
な
弾
薬
馬
と
交
換
し
少
し
ず
つ
進
む
こ

と
に
し
た
。
そ
れ
以
降
敵
機
も
現
れ
ず
、
止
ま
っ
た
り
進

ん
だ
り
の
遅
々
と
し
た
進
行
で
あ
っ
た
。
山
砲
隊
の
分
隊

長
は
度
々
隊
列
の
見
回
り
に
き
て
、
名
も
知
ら
な
い
他
隊

の
し
か
も
下
級
兵
で
あ
る
小
生
の
こ
と
を
、
班
長
さ
ん
の

水
は
班
長
さ
ん
に
飯
を
と
親
切
に
面
倒
を
み
て
く
れ
た
。

感
謝
感
激
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

以
来
約
一
カ
月
、
敵
中
を
反
転
し
な
が
ら
蜜
柑
畠
の
あ

る
部
落
に
着
い
た
。
そ
こ
で
分
隊
長
は
私
を
馬
か
ら
下
ろ

し
、
話
す
間
も
な
く
次
の
任
務
に
出
発
さ
れ
た
。

部
隊
名
、
氏
名
さ
え
聞
か
ず
別
れ
た
の
は
、
今
と
な
っ

て
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
戦
後
あ
る
戦
史
を
読
み
、
独

立
山
砲
兵
第
二
二
連
隊
第
一
大
隊
長
平
原
大
尉
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
改
め
て
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
深
く
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
七
月
十
五
日
に
上
海
｜
佐
世
保
と
復
員

し
、
三
宮
の
町
役
場
に
四
年
間
勤
め
た
。
結
婚
し
て
父
の

職
を
継
ぎ
、
土
木
請
負
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
た
。
現

在
、
二
人
の
子
と
孫
四
人
に
恵
ま
れ
平
穏
に
暮
ら
し
て
い

る
。今

も
五
年
に
一
回
全
国
的
な
慰
霊
祭
を
靖
国
神
社
で

行
っ
て
お
り
、
京
都
で
は
、
毎
年
、
慰
霊
祭
と
戦
友
会
を

行
っ
て
い
る
。
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ま
た
「
一
〇
九
連
隊
会
報
」
を
発
行
し
、
親
睦
を
計
っ

て
い
る
。
会
報
が
縁
で
生
命
の
恩
人
、
当
時
の
独
立
山
砲

第
二
二
連
隊
第
一
大
隊
長
平
原
大
尉
か
ら
丁
重
な
お
電
話

を
頂
き
恐
縮
し
感
激
し
た
。

私
は
今
、
細
々
な
が
ら
平
和
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る

が
、
遠
く
雪
峰
山
系
奥
深
く
散
華
さ
れ
た
英
霊
の
冥
福
を

朝
夕
、
祈
っ
て
い
る
。

常

徳

作

戦愛
知
県

熊

本

久

夫

私
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
三
日
名
古
屋

市
昭
和
区
曙
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
二
月
十
日
、
福
井
県
鯖
江

の
歩
兵
第
二
十
八
連
隊
へ
入
隊
、
約
一
週
間
経
て
列
車
で

下
関
、
釜
山
、
朝
鮮
、
満
州
、
山
海
関
、
徐
州
、

埠
を

経
て
盧
州
へ
到
着
、
こ
の
地
で
一
期
の
教
育
を
受
け
ま
し

た
。

二
月
十
日
鯖
江
へ
入
隊
す
る
当
時
の
私
の
家
族
は

父

健
在

無
職

母

〃

〃

本
人

〃

（
養
子
）
名
古
屋
の
航
空
機
製
作
所
勤

務と
い
う
こ
と
で
し
た
。

入
隊
の
日
は
町
内
の
お
宮
さ
ん
へ
集
ま
り
（
同
じ
学
校

区
で
二
人
）
ま
し
た
。
家
を
出
る
時
父
は
「
身
に
気
を
つ

け
て
頑
張
れ

」
と
の
短
い
挨
拶
で
し
た
。
母
は
た
だ

黙
っ
て
ハ
ン
カ
チ
を
あ
て
た
目
を
半
分
私
に
向
け
て
い
ま

し
た
。

駅
ま
で
の
道
中
は
在
郷
軍
人
会
、
婦
人
会
、
町
内
有

志
、
学
童
に
見
送
ら
れ
て
、
日
の
丸
の
旗
の
波
に
励
ま
さ

れ
て
車
中
の
人
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
従
軍
期
間
約
三
カ
年
余
り
、
支
那
大
陸
戦
線
で
の

労
苦
の
最
た
る
も
の
を
回
顧
す
る
と
、
や
は
り
〞
常
徳
作

戦
〝
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
在
支
米
空
軍
に

制
空
権
を
完
全
に
と
ら
れ
、
昼
間
の
行
動
は
百
パ
ー
セ
ン

ト
不
能
、
夜
間
行
動
を
終
始
つ
づ
け
、
疲
労
は
極
度
以
上
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